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授業概要  

本講義では，様々な心理療法やカウンセリングの基本を理解するとともに，訪問による支援や地域支援，

心の健康教育，コミュニケーションの方法，プライパシーへの配慮などについて学習することを目的とする。

代表的な心理療法やカウンセリングの歴史，概念，意義，適応および限界について学習する。 

講義全体を通して，人々の心理的な問題や苦痛に関わる様々な支援活動についての理解を深める。 

授業計画  

 
第 1 回 オリエンテーション・心理学的支援とは何か 

第 2 回 心理学的支援の歴史 

第 3 回 心理学的支援における倫理的配慮 

第 4 回 心理的支援の方法1：精神分析療法 

第 5 回 心理的支援の方法2：パーソンセンタード・アプローチ 

第 6 回 心理的支援の方法3：エンカウンターグループ，フォーカシング 

第 7 回 心理的支援の方法4：応用行動分析 

第 8 回 心理的支援の方法5：認知療法・認知行動療法 

第 9 回 心理的支援の方法6：システムズ・アプローチ 

第 10回 心理的支援の方法7：プレイセラピー 

第 11回 心理的支援の方法8：集団療法 

第 12回 心理学的支援を行うためのコミュニケーションの方法 

第 13回 関係者に対する支援 

第 14回 訪問による支援，地域支援 

第 15回 心の健康教育 

第 16回 定期試験 
 

到達目標  

①代表的な心理療法ならびにカウンセリングの歴史，概念，意義，適応および限界を理解する。 

②訪問による支援や地域支援の意義を理解する。 

③良好の人間関係を築くためのコミュニケーションの方法を理解する。 

④プライパシーへの配慮を理解する。 

⑤心理に関する支援を要する者の関係者に対する支援を理解する。 

⑥心の健康教育について理解する。 

履修上の注意  

・本講義受講にあたっては，「心理学概論Ⅰ」ならびに「心理学概論Ⅱ」を取得済みであることが望ましい。 

・大幅な遅刻・早退，その他受講態度に問題がある者は出席とみなさず，退室を求める。 

（講義時に配布するコメントカードを受け取り，これを講義終了時に提出すること。） 

・本講義に関連して，心理学に関する調査や実験の協力を依頼する可能性がある。 

・その他の注意事項について初回の授業時に伝えるため，初回授業には必ず出席すること。 

予習・復習  

【予習】受講済みである他の心理学関連の講義の内容を振り返っておくこと。 

【復習】授業で紹介した資料や書籍を読み，理解を深めること。 

評価方法  

講義各回で提出を求めるコメントカード(約 30%)と定期試験（併せて約70％)に基づいて評価を行います。 

※コメントカードと定期試験の成績にかかわらず，出席回数が3分の2を満たない者の単位認定は行いません。 

テキスト  

特に指定しません。講義は配布資料に基づいて進めます。参考書はその都度紹介します。  


